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◆
住
宅
改
修
助
成

市
内
施
工
業
者
に
よ
り
個
人
住

宅
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
に
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
住

宅
改
修
資
金
助
成
金
制
度
は
、
多

く
の
皆
様
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
に
限
り
、
国
の
交
付
金
を

活
用
し
て
10
万
円
以
上
の
工
事

に
対
し
、
工
事
費
の
10
％
で
20
万

円
を
上
限
と
し
て
助
成
す
る
よ
う

拡
充
し
た
と
こ
ろ
、
申
請
額
が
予

算
額
を
上
回
る
状
況
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
予
算
額
を
増
額
し
ま
す
。

12
月
定
例
会
は
、
11
月
26
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で

の
21
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
初
日
に
総
務
・
環
境
福
祉
経

済
・
教
育
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会
が
閉
会
中
に
行

っ
た
調
査
活
動
に
つ
い
て
、
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

続
い
て
11
月
30
日
に
は
人
事
案
が
先
議
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
推
薦
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他

の
議
案
に
つ
い
て
は
質
疑
と
委
員
会
付
託
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

３
日
間
に
わ
た
っ
た
一
般
質
問
で
は
、
健
康
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
、
職
員
の
労
働
環
境
及
び
労
働
条

件
、
各
地
域
の
諸
課
題
等
、
市
政
の
重
要
課
題
を
14

人
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
、
執
行
部
の
見
解

を
問
い
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
人
事
案
以
外
の
市
長
提
出
議
案
が
全

て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
及
び
委
員
補
充
員
の
選
挙
を
行
っ

た
後
に
、
議
会
運
営
委
員
会
が
閉
会
中
に
調
査
活
動

を
行
う
た
め
の
「
閉
会
中
の
継
続
審
査
事
項
の
委
員

会
付
託
」、「
議
員
派
遣
」、
２
件
の
議
員
提
出
議
案

を
議
決
し
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計

予
算
を
3
億
6
千
45
万
4
千
円

増
額
す
る
補
正
予
算
案
が
提
案
さ

れ
、
全
会
一
致
に
よ
り
原
案
可
決

と
な
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◆
子
育
て
支
援

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に
伴

い
、
民
営
認
可
保
育
園
が
行
う
保

育
に
対
す
る
委
託
料
の
公
定
価
格

の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
民
間
保
育
園
運
営
委
託
料
を

増
額
し
ま
す
。

◆
教
育
環
境

西
小
学
校
の
敷
地
の
一
部
と
し

て
昭
和
26
年
か
ら
借
用
し
て
い

る
土
地
に
つ
い
て
、
賃
貸
人
か
ら

の
市
に
売
却
し
た
い
と
の
申
し
出

を
受
け
て
、
学
校
敷
地
と
し
て
の

必
要
性
を
考
慮
し
、
購
入
す
る
た

め
の
費
用
を
新
規
計
上
し
ま
す
。

◆
商
店
街
活
性
化

中
央
商
店
会
が
実
施
す
る
街
路

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
に
対
し
て
経

費
の
一
部
を
補
助
す
る
た
め
、
商

店
街
活
性
化
事
業
費
補
助
金
を
増

額
し
ま
す
。

◆
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
年
齢

が
満
18
歳
以
上
に
な
る
た
め
、
現

在
使
用
し
て
い
る
名
簿
管
理
シ
ス

テ
ム
と
投
票
管
理
シ
ス
テ
ム
を
改

修
し
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
か
ら

の
依
頼
に
よ
り
、
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
及
び
委
員
補
充
員
（
任

期：

平
成
27
年
12
月
21
日
〜
平
成

31
年
12
月
20
日
）
の
選
挙
を
行
っ

た
結
果
、
次
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
委
員
及
び
委
員
補
充
員
に
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
各
選
挙
の
管
理
、
選
挙

人
名
簿
の
作
成
及
び
選
挙
啓
発
活

動
等
の
職
務
を
執
行
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

●
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

中
　
村
　
和
　
雄
　
さ
ん

岡
　
田
　
榮
　
次
　
さ
ん

須
　
田
　
信
　
孝
　
さ
ん

加
　
藤
　
道
　
夫
　
さ
ん

●
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

松
　
本
　
洋
　
幸
　
さ
ん

橋
　
本
　
隆
　
男
　
さ
ん

原
　
田
　
　
　
康
　
さ
ん

瀧
　
澤
　
公
　
一
　
さ
ん
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○
日
　
程

平
成
28
年
2
月
3
日
〜
4
日

○
視
察
地
・
調
査
事
項

◆
岐
阜
県
可
児
市

「
地
域
課
題
解
決
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援

事
業
及
び
議
会
改
革
に
つ
い
て
」

◆
岐
阜
県
多
治
見
市

「
市
民
と
議
会
の
対
話
集
会
及
び
議
会
改

革
に
つ
い
て
」

○
調
査
事
項

可
児
市
議
会
の
地
域
課
題
解
決
型
キ
ャ
リ

ア
教
育
支
援
事
業
は
、
各
種
団
体
等
の
協
力

を
得
て
、
若
い
世
代
の
意
見
を
聞
く
機
会
を

設
け
、
地
域
の
活
性
化
や
課
題
に
取
り
組
む

こ
と
で
地
域
の
担
い
手
育
成
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
、
地
域
課
題
懇
談
会
や

高
校
生
議
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
議
会
が
支
援
を

す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
若
い
世
代
の
議
会

へ
の
親
近
感
や
開
か
れ
た
議
会
へ
の
理
解
の

高
ま
り
、
若
い
世
代
の
考
え
を
政
策
・
提
言

に
反
映
で
き
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
た
一
方

で
、
他
の
高
校
へ
の
事
業
拡
大
、
地
域
へ
の

さ
ら
な
る
浸
透
、
事
業
の
多
様
化
等
が
課
題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
本
来
、
行

政
が
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
と
考
え
る
の
が

自
然
と
も
思
わ
れ
る
、
高
校
生
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
へ
の
支
援
や
地
域
の
担
い
手
育
成
に
、

議
会
が
自
ら
踏
み
込
む
点
に
議
会
と
し
て
の

地
域
貢
献
へ
の
強
い
覚
悟
を
感
じ
ま
し
た
。

多
治
見
市
議
会
の
市
民
と
議
会
の
対
話
集

会
は
、
一
般
的
な
議
会
報
告
会
の
よ
う
に
、

決
ま
っ
た
こ
と
の
報
告
に
意
味
が
あ
る
の
か
、

そ
の
報
告
が
政
策
提
言
に
つ
な
が
る
の
か
と

い
う
問
題
意
識
か
ら
検
討
さ
れ
た
も
の
で
す
。

市
民
と
議
会
と
の
対
話
集
会
で
は
議
会
側

か
ら
の
報
告
事
項
で
は
な
く
、
市
民
と
の
対

話
や
意
見
交
換
に
重
き
が
置
か
れ
て
お
り
、

第
1
回
か
ら
第
4
回
の
対
話
集
会
ま
で
の
4

年
間
の
取
り
組
み
か
ら
「
①
参
加
者
の
固
定

化
」・「
②
若
い
世
代
や
女
性
参
加
者
の
少
な

さ
」・「
③
単
な
る
報
告
か
ら
政
策
提
言
へ
の

発
展
」・「
④
執
行
部
の
実
施
す
る
地
区
懇
談

会
と
の
差
別
化
」
と
い
う
課
題
が
表
面
化
し

た
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
に
対
し
、「
テ
ー
マ
ご

と
に
よ
る
会
場
設
定
」・「
平
日
・
休
日
の
昼

間
の
開
催
」・「
対
面
式
か
ら
車
座
へ
の
変
更
」

等
を
改
善
策
と
し
て
講
じ
、
特
に
①
②
④
に

お
い
て
改
善
が
図
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

昨
年
は
中
学
生
や
高
校
生
と
の
対
話
集
会

も
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
残
さ
れ
た
課
題
で

あ
る
「
③
単
な
る
報
告
か
ら
政
策
提
言
へ
の

発
展
」
に
今
後
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く

と
い
う
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

議会運営委員会行政視察報告

本
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、

内
閣
総
理
大
臣
・
総
務
大
臣
・
財
務
大

臣
・
文
部
科
学
大
臣
・
衆
議
院
議
長
・

参
議
院
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

内
容

現
在
、
夜
間
中
学
は
全
国
8
都

府
県
に
31
校
し
か
な
く
、
北
海
道
、
東

北
、
北
関
東
、
中
部
に
加
え
四
国
や
九

州
に
は
、
自
主
夜
間
中
学
は
あ
っ
て
も
、

夜
間
中
学
校
は
1
校
も
な
い
状
況
で
あ

る
。
全
国
夜
間
中
学
校
研
究
会
の
推
計

に
よ
る
と
、
15
歳
を
過
ぎ
て
義
務
教
育

が
修
了
し
て
い
な
い
者
は
、
百
数
十
万

人
に
も
上
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
現

在
、
夜
間
中
学
在
籍
者
の
う
ち
外
国
人

が
占
め
る
割
合
は
8
割
を
超
え
、
そ
の

約
6
割
は
日
本
語
の
習
得
を
目
的
と
し

て
い
る
。
こ
の
夜
間
中
学
で
学
ぶ
外
国

人
の
中
に
は
、
日
本
の
義
務
教
育
を
終

え
て
い
な
い
た
め
に
、
就
職
や
進
学
が

で
き
ず
困
っ
て
い
る
方
も
多
く
い
る
。

地
域
に
お
い
て
は
言
葉
と
と
も
に
、

日
本
の
文
化
や
社
会
の
仕
組
み
を
知
ら

な
い
と
、
長
く
住
む
上
で
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
生
じ
る
。
夜
間
中
学
の
現
状
か

ら
考
え
る
と
、
日
本
に
住
み
、
日
本
語

を
学
び
た
い
外
国
人
に
対
応
し
た
整
備

と
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
。
一
方
、
夜
間

中
学
が
あ
る
地
域
に
お
い
て
も
、
入
学

要
件
が
「
市
内
在
住
」
も
し
く
は
「
市

内
で
の
正
規
就
労
6
カ
月
以
上
」
な
ど

と
な
っ
て
お
り
、
夜
間
中
学
が
開
設
さ

れ
て
い
る
市
外
に
住
む
方
々
の
就
学
の

機
会
が
制
約
さ
れ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
適
切
に
対
応
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
、
治
安
の

改
善
に
も
資
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
政
府
が
掲
げ
る
一
億
総
活
躍
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
希
望
す
る
人
々
に

対
し
て
夜
間
中
学
へ
の
就
学
の
機
会
を
、

国
籍
や
居
住
地
等
に
関
係
無
く
提
供
出

来
る
よ
う
に
、
以
下
の
夜
間
中
学
の
整

備
と
拡
充
の
た
め
の
取
り
組
み
に
対
す

る
迅
速
な
対
応
を
求
め
る
。

①
年
齢
・
国
籍
・
居
住
地
に
関
係
な
く

希
望
す
る
誰
も
が
学
べ
る
夜
間
中
学

の
全
都
道
府
県
へ
の
設
置
促
進
。

②
夜
間
中
学
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の

た
め
、
教
員
の
加
配
を
含
め
た
専
門

家
の
配
置
を
目
的
と
し
た
国
と
都
道

府
県
の
連
携
し
た
財
政
支
援
。

③
義
務
教
育
未
修
了
者
や
在
留
資
格
を

持
つ
外
国
人
に
配
慮
し
た
広
報
の
展

開
や
、
低
所
得
者
に
対
す
る
授
業
料

減
免
な
ど
の
誘
導
策
の
推
進
。

「夜間中学の整備と拡充を求める意見書」を
内閣総理大臣及び関係各大臣等に提出しました!!




